
 
 

ニュースリリース 平成 23年 9月 12日
 

 

茨城県の文化財復興、観光振興に関する取り組みについて 

  

 茨城県においては、東日本大震災による文化財への甚大な被害、さらには、原発事故を要因とした観光

産業等への風評被害など、地域社会・地域経済が大きな影響を受けました。 

 常陽銀行（頭取 寺門 一義）では、「常陽地域復興プロジェクト『絆』」の取り組みの一環として、下記

のとおり、地域の文化財の復興、観光振興に向けた取り組みを展開しておりますので、ご案内いたします。

当行では、お客さま・地域の復興と成長に貢献するため、今後も同プロジェクトを全力で推進し、さまざ

まな取り組みを実施してまいります。 

 

記 

 

１．文化財の復興に向けた取り組み 

    （１）「常陽藝文」を通じて地域文化財の復興への取り組みを紹介 

    （２）文化財の復興に向けた寄付金の贈呈 

    （３）茨城県天心記念五浦美術館の再開に向けた支援 

２．観光振興に向けた取り組み 

    （１）茨城県産品等の情報発信 

    （２）「いばらき再発見！秋の宿泊キャンペーン」のＰＲ協力 

 

   ※各取り組みの詳細につきましては、別紙を参照願います。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

１． 文化財の復興に向けた取り組み 

  （１）「常陽藝文」を通じて地域文化財の復興への取り組みを紹介 

 

 

     

      

      

  （２）文化財の復興に向けた寄付金の贈呈 

 

 

 

 

 

 

（３）茨城県天心記念五浦美術館の再開に向けた支援 

 

   

 

  ２．観光振興に向けた取り組み 

（１）茨城県産品等の情報発信 

  

 

 

 

 

  

（２）「いばらき再発見！秋の宿泊キャンペーン」のＰＲ協力 

   

 

 

 

 

 

 

以 上 

 財団法人常陽藝文センターが毎月発行する「常陽藝文」では、地域の貴重な文化財の

被災状況に加え、復興に向けた地域の取り組み状況をご紹介しています。なお、当該記事

は当行ホームページでもご覧いただけます。 

８月号「五浦の六角堂」 （北茨城市） 

９月号「偕楽園・弘道館」（水戸市） 

 「五浦の六角堂」、「偕楽園・弘道館」の復興に向けて設置された以下の基金等に対し、

寄付金を贈呈いたします。 

 「岡倉天心記念六角堂等復興基金」（実施主体：国立大学法人 茨城大学） 

 「偕楽園・弘道館復興支援の会」 

 ※なお、当行窓口では、上記団体への募金にかかるお振込みを取り扱いしています。 

 休館中の同美術館の再開（11 月 1 日予定）にあたり、企画されている「没後 70 年 木

村武山の芸術」展に協賛いたします。また、郷土の芸術・文化の普及や教育に活用いた

だくため、県内の学校に同展の図録を寄贈する予定です。 

 社団法人全国地方銀行協会のご協力のもと、同協会加盟の地方銀行63行の役職員の皆さまに、

茨城県観光物産協会が実施するネットショッピング「絶品いばらき」をご紹介させてい

ただきました。なお、茨城県観光物産協会が実施する「観光いばらき」「絶品いばらき」

は、当行ホームページでもご紹介しています。 

 茨城県が中心となって展開している「いばらき再発見！ 秋の宿泊キャンペーン」 

（9 月 1 日～10 月 31 日）に関し、茨城県内の営業拠点では、ポスターの掲示やチラシを

備え置くなど、県民の方々へのＰＲに協力いたします。 

 また、当行行員を対象に、キャンペーンの周知や施設案内を行うほか、宿泊費の補助

金支給など、県内宿泊施設等の利用を促進しています。 


